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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性を有する第１のシャッタ羽根と、
　導電性を有する第２のシャッタ羽根と、
　前記第１のシャッタ羽根および前記第２のシャッタ羽根を回動可能に支持するシャッタ
地板と、
　前記シャッタ地板に支持される前記第１のシャッタ羽根と前記第２のシャッタ羽根との
間に配置されるものであって、導電性を有する仕切り板と、
　前記シャッタ地板に前記第１のシャッタ羽根および前記第２のシャッタ羽根が支持され
、前記仕切り板が前記第１のシャッタ羽根と前記第２のシャッタ羽根との間に配置される
状態で、前記シャッタ地板に固定されるものであって、導電性を有するカバー板とを備え
、
　前記シャッタ地板には第１の突部が形成され、前記カバー板には第２の突部が形成され
、前記仕切り板が前記第１の突部と前記第２の突部との間に挟み込まれることによって、
前記カバー板と前記仕切り板とは電気的に接続されるとともに、前記カバー板の電位を接
地レベルの電位とすることを特徴とするシャッタ装置。
【請求項２】
　前記カバー板は前記シャッタ地板にビス留めされるものであって、前記第１の突部は前
記シャッタ地板のビス留め位置近傍に設けられ、前記第２の突部は前記カバー板のビス留
め位置近傍に設けられることを特徴とする請求項１の記載のシャッタ装置。
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【請求項３】
　請求項１または２に記載のシャッタ装置を備える撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置用シャッタ装置、および、この種のシャッタ装置を具備し、撮像素子
で撮像された画像を液晶等の画像表示手段に表示する機能を有したデジタルカメラ等の撮
像装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像信号を電気信号に変換して撮像するデジタルカメラ等の撮像装置では、撮影光束を
ＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサ等の撮像素子で受光し、その撮像素子から出力される光電
変換信号を画像データに変換して、メモリカード等の記録媒体に記録する。
【０００３】
　このような撮像装置では、撮像感度をＩＳＯ１００、２００、４００、８００、１６０
０、３２００のように複数の感度設定に切り替えることができる仕組みになっている（特
許文献１参照）。
【０００４】
　これらの数値は大きいほど感度が高く、少ない光量で適正露出となる画像の撮影を行う
ことができ、さらに速いシャッタースピードでも適切露出で画像を撮影することがことが
できる。
【０００５】
　例えば、室内や夜景などの明るさが不十分な環境下での撮影では、感度を上げることで
光量を稼ぎ、その分シャッタースピードを速くすることで、ブレのない撮影が可能となる
。
【０００６】
　しかし、感度を上げるにつれて、画像にはノイズ成分が多く乗ってしまい、画質が低下
してしまうという弊害が起きる。
【０００７】
　このような問題に加えて、特にレンズ交換可能なデジタル一眼レフカメラでは、フォー
カルプレーンシャッタが撮像素子の近傍に配置されており、その動作によって帯電した静
電気が放電することで、ノイズ成分が発生してしまう。
【０００８】
　結果として、デジタル一眼レフカメラにおける撮影では、感度を上げて撮影を行った場
合の画質の低下に加えて、フォーカルプレーンシャッタの動作によって発生したノイズ成
分による画質低下も起こってしまうという問題がある。
【０００９】
　ここで、フォーカルプレーンシャッタの構成および、その動作によって静電気が帯電す
る理由について説明する。
【００１０】
　図１０は従来例のフォーカルプレーンシャッタの走行前状態を表す正面図である。アパ
ーチャ５０１ａは撮影光束をフィルムあるいは撮像素子に導くための開口である。シャッ
タ地板５０１の先駆動レバー軸５０１ｂに先駆動レバー５０２、後駆動レバー軸５０１ｃ
に後駆動レバー５０３が回動可能に取り付けられている。先駆動レバー５０２、後駆動レ
バー５０３には、それぞれ、図示しないトーションスプリングがかけられており、時計回
りに回転する力をかけられている。先駆動レバー５０２は、先駆動ピン５０２ａを介して
後述の先羽根群５１０へと回転力を伝達する。後駆動レバー５０３は、後駆動ピン５０３
ａを介して後述の後羽根群５２０へと回転力を伝達する。先駆動レバー５０２、後駆動レ
バー５０３はそれぞれ、半月ゴム５０４、５０５に、先駆動ピン５０２ａ、後駆動ピン５
０３ａが当接することにより走行を完了する。
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【００１１】
　図１１は従来例のフォーカルプレーンシャッタを、開口部に対して斜め後方から見た分
解斜視図である。シャッタ地板５０１に、後羽根群５２０、仕切り板５０６、羽根先端ス
トップゴム５３１、先羽根群５１０、カバー板５０７の順で取り付けられる。仕切り板５
０６は、先羽根群５１０及び後羽根群５２０の走行スペースを分割するとともに、それぞ
れの重畳状態のスペースを確保するためにシャッタ地板５０１とカバー板５０７に対して
斜めに配置されている。カバー板５０７は、シャッタ地板のフック部５０１ｈ、５０１ｉ
にカバー板のフック挿入穴５０７ａ、５０７ｂをスライドさせて光軸方向に規制し、カバ
ー板止めビス５０８、５０９によって、シャッタ地板５０１にカバー板５０７をビス止め
する。
【００１２】
　図１２は従来例のフォーカルプレーンシャッタの走行前状態を表す背面図であり、図１
３は従来例のフォーカルプレーンシャッタの先羽根群走行完了状態を表す背面図である。
【００１３】
　図１４は従来例のフォーカルプレーンシャッタの後羽根群走行完了状態を表す背面図で
ある。図を見易くするために、仕切り板５０６とカバー板５０７は省略している。
【００１４】
　先羽根群５１０は、先メインアーム軸５０１ｄに回動可能に取り付けられ、先メインア
ーム５１１と、先サブアーム５１２と、４枚の先羽根５１３、５１４、５１５、５１６か
らなる。
【００１５】
　なお、先メインアーム５１１は駆動ピン５０２ａと嵌合しており、先サブアーム５１２
は、先サブアーム軸５０１ｅに回動可能に取り付けられている。また、４枚の先羽根５１
３、５１４、５１５、５１６は、先メインアーム５１１と先サブアーム５１２に羽根カシ
メダボ５１７によって回動可能に取り付けられている。
【００１６】
　同様に、後羽根群５２０は、後メインアーム軸５０１ｆに回動可能に取り付けられ、後
メインアーム５２１と、後サブアーム５２２と、４枚の後羽根５２３、５２４、５２５、
５２６からなる。
【００１７】
　なお、後メインアーム５２１は、後駆動ピン５０３ａと嵌合しており、後サブアーム５
２２は、後サブアーム軸５０１ｇに回動可能に取り付けられている。
【００１８】
　また、４枚の後羽根５２３、５２４、５２５、５２６は、後メインアーム５２１と後サ
ブアーム５２２に羽根カシメダボ５１７によって回動可能に取り付けられている。
【００１９】
　先駆動レバー５０２が図示しないトーションスプリングによって回転すると、図１２の
アパーチャ５０１ａを遮蔽状態とする展開状態から図１３のようにアパーチャ５０１ａを
開口状態とする重畳状態になる。ここで、５３１はゴム等からなる緩衝部材であり、先羽
根群５１０の走行完了時に先羽根５１３、５１４、５１５、５１６が緩衝部材５３１に当
接するよう構成されている。
【００２０】
　そして、後駆動レバー５０３が駆動すると、図１３の後羽根群５２０はアパーチャ５０
１ａを開口状態とする重畳状態から、図１４に示すアパーチャ５０１ａを遮蔽状態とする
展開状態へと走行し、アパーチャ５０１ａを覆う。
【００２１】
　図１５は従来例のフォーカルプレーンシャッタの動作によって静電気が帯電する様子を
示した概念図である。
【００２２】
　図１５（ａ）はフォーカルプレーンシャッタの走行前状態を示した図である。この時は
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、先羽根群５１０、仕切り板５０６、カバー板５０７は動作していないため、静電気の帯
電は生じていない。
【００２３】
　図１５（ｂ）は先羽根群５１０が走行中の状態を示した図である。この時は、先羽根群
５１０の４枚の先羽根同士、先羽根群５１０と仕切り板５０６、先羽根群５１０とカバー
板５０７、における摩擦による帯電によって、先羽根群５１０、仕切り板５０６、カバー
板５０７は静電気を帯電する。
【００２４】
　図１５（ｃ）は先羽根群５１０の走行完了状態を示した図である。この時、先羽根群５
１０は緩衝部材５３１（図１２～１４に記載）と当接することで、走行方向およびそれと
直交する方向に大きく振動する。これにより、先羽根群５１０と仕切り板５０６、先羽根
群５１０とカバー板５０７では接触帯電および剥離帯電が生じる。
【００２５】
　具体的には、先羽根群５１０の振動によって仕切り板５０６も振動し、仕切り板５０６
とカバー板５０７、仕切り板５０６とシャッタ地板５０１でも接触帯電および剥離帯電が
生じる。これらにより、先羽根群５１０、仕切り板５０６、カバー板５０７は静電気を帯
電する。また、後羽根群５２０も同様に、走行中や走行完了状態で、後羽根群５２０の４
枚の後羽根同士、仕切り板５０６やシャッタ地板５０１との摩擦帯電等により、静電気を
帯電する。
【００２６】
　図１５（ｄ）は走行完了した先羽根群５１０が展開状態になっている状態を示した図で
ある。この時、先羽根群５１０と、仕切り板５０６やカバー板５０７、後羽根群５２０の
いずれかが静電気を帯電していることで、それらの電位差によって放電は起きる。
【００２７】
　特に、先羽根群５１０のうちアパーチャ５０１ａを最初に遮蔽する先羽根５１３と仕切
り板５０６やカバー板５０７、後羽根群５２０との距離が、放電を起こす所定の距離とな
ったときに放電が起きやすい。
【００２８】
　図１５（ｄ）に示した状態は、撮像素子は蓄積された電荷を読み出す処理の最中であり
、放電によって生じたノイズ成分によって画像に弊害を及ぼしてしまうことになる。
【００２９】
　以上の問題に鑑み、フォーカルプレーンシャッタの帯電を防止する対策として、導電性
を有するシャッタ羽根を、シャッタ羽根に当接する導電性のカバー板を介してＧＮＤ電位
とするものが提案されている（特許文献２参照）。
【００３０】
　また、シャッタ地板およびカバー板を導電性材料とし、それらをＧＮＤに導通するもの
も提案されている（特許文献３参照）。
【特許文献１】特開平８－２２０５８９号公報
【特許文献２】特開２００６－１１４９８９号公報
【特許文献３】特開２００６－２２７１８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３１】
　しかしながら、上記特許文献２に開示のシャッタ装置のように、シャッタ羽根を、シャ
ッタ羽根に当接するカバー板を介してＧＮＤ電位とする場合、図１５（ｃ）に示したよう
に仕切り板が振動する。そのため、シャッタ地板では、接触帯電および剥離帯電が生じ、
仕切り板に静電気が帯電する。
【００３２】
　また、特許文献３のようにシャッタ地板およびカバー板をＧＮＤに導通する場合、図１
５（ｂ）と（ｃ）に示したように仕切り板とシャッタ羽根では、摩擦帯電、接触帯電およ
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び剥離帯電が生じ、仕切り板およびシャッタ羽根に静電気が帯電する。
【００３３】
　本発明は、上記問題点を鑑みてなされたものであり、その目的は、シャッタ動作の精度
に影響なく、シャッタの動作による帯電を防止したシャッタ装置および、シャッタ装置を
備えた撮像装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００３４】
　上記目的を達成するために、本発明のシャッタ装置は、導電性を有する第１のシャッタ
羽根と、導電性を有する第２のシャッタ羽根と、前記第１のシャッタ羽根および前記第２
のシャッタ羽根を回動可能に支持するシャッタ地板と、前記シャッタ地板に支持される前
記第１のシャッタ羽根と前記第２のシャッタ羽根との間に配置されるものであって、導電
性を有する仕切り板と、前記シャッタ地板に前記第１のシャッタ羽根および前記第２のシ
ャッタ羽根が支持され、前記仕切り板が前記第１のシャッタ羽根と前記第２のシャッタ羽
根との間に配置される状態で、前記シャッタ地板に固定されるものであって、導電性を有
するカバー板とを備え、前記シャッタ地板には第１の突部が形成され、前記カバー板には
第２の突部が形成され、前記仕切り板が前記第１の突部と前記第２の突部との間に挟み込
まれることによって、前記カバー板と前記仕切り板とは電気的に接続されるとともに、前
記カバー板の電位を接地レベルの電位とすることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、シャッタ動作の精度に影響なく、シャッタの動作による帯電を防止す
ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　（第１の実施形態）
　以下、添付図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を詳細に説明する。
【００３７】
　図１および図２は本実施形態に係るデジタル一眼レフカメラの外観を示す図である。具
体的には、図１は、撮影レンズユニットを外した状態でカメラ前面側より見たデジタル一
眼レフカメラの斜視図を示し、図２はカメラ背面側より見たデジタル一眼レフカメラの斜
視図である。
【００３８】
　図１において、１はカメラ本体であり、撮影時に使用者がカメラを安定して握り易いよ
うに前方に突出したグリップ部１ａが設けられている。２はマウント部であり、着脱可能
な撮影レンズユニット（不図示）をカメラ本体に固定させる。マウント接点２１は、カメ
ラ本体と撮影レンズユニットとの間で制御信号、状態信号、データ信号などを介在すると
共に、撮影レンズユニット側に電力を供給する機能を有する。また、マウント接点２１は
電気通信のみならず、光通信、音声通信などを可能なように構成してもよい。
【００３９】
　４は撮影レンズユニットを取り外す際に押し込むレンズロック解除釦である。５はカメ
ラ筐体内に配置されたミラーボックスで、撮影レンズを通過した撮影光束はここへ導かれ
る。ミラーボックス５の内部には、クイックリターンミラー６が配設されている。クイッ
クリターンミラー６は、撮影光束をペンタプリズム２２（図３を参照）の方向へ導くため
に撮影光軸に対して４５°の角度に保持される状態と、撮像素子３３（図３を参照）の方
向へ導くために撮影光束から退避した位置に保持される状態とを取り得る。
【００４０】
　カメラ上部のグリップ側には、撮影開始の起動スイッチとしてのシャッタボタン７と、
撮影時の動作モードに応じてシャッタ秒時やレンズ絞り値を設定するためのメイン操作ダ
イヤル８と、撮影系の上面動作モード設定ボタン１０が配置されている。これらの操作部
材の操作結果の一部は、ＬＣＤ表示パネル９に表示される。
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【００４１】
　シャッタボタン７は、第１ストロークでＳＷ１（後述の７ａ）がＯＮし、第２ストロー
クにてＳＷ２（後述の７ｂ）がＯＮする構成となっている。
【００４２】
　また、上面動作モード設定ボタン１０は、シャッタボタン７の１回の押込みで連写にな
るか１コマのみの撮影となるかの設定や、セルフ撮影モードの設定などを行うものであり
、ＬＣＤ表示パネル９にその設定状況が表示されるようになっている。
【００４３】
　カメラ上部中央には、カメラ本体に対してポップアップするストロボユニット１１とフ
ラッシュ取付け用のシュー溝１２とフラッシュ接点１３があり、カメラ上部右よりには撮
影モード設定ダイヤル１４が配置されている。
【００４４】
　グリップに対して反対側の側面には、開閉可能な外部端子蓋１５が設けられていて、こ
の外部端子蓋１５を開けた内部には、外部インタフェースとしてビデオ信号出力用ジャッ
ク１６とＵＳＢ出力用コネクタ１７が納められている。
【００４５】
　図２において、カメラ背面側には上方にファインダ接眼窓１８が設けられ、更にカメラ
背面中央付近には画像表示可能なカラー液晶モニタ１９が設けられている。カラー液晶モ
ニタ１９の横に配置されたサブ操作ダイヤル２０は、メイン操作ダイヤル８の機能の補助
的役割を担い、例えばカメラのＡＥモードでは自動露出装置により算出された適正露出値
に対する露出補正量を設定するために使用される。あるいは、シャッタ秒時とレンズ絞り
値の各々を使用者の意志によって設定するマニュアルモードにおいて、メイン操作ダイヤ
ル８でシャッタ秒時を設定し、サブ操作ダイヤル２０でレンズ絞り値を設定するように使
用される。また、このサブ操作ダイヤル２０は、カラー液晶モニタ１９に表示される撮影
済み画像の表示選択にも用いられる。
【００４６】
　４３はカメラの動作を起動もしくは停止するためのメインスイッチである。
【００４７】
　４４は後述するクリーニングモードを動作させるためのクリーニング指示操作部材であ
り、クリーニング指示部材４４が操作されると使用者が赤外線カットフィルタ４１０を直
接クリーニングするクリーニングモードを開始する。
【００４８】
　図３は、本発明の実施形態に係るデジタル一眼レフカメラの主要な電気的構成を示すブ
ロック図である。なお、前述の図面と共通する部分は同じ記号で示している。
【００４９】
　５０は撮影光軸である。
【００５０】
　１００はカメラ本体に内蔵されたマイクロコンピュータの中央処理装置（以下、ＭＰＵ
という）である。ＭＰＵ１００は、カメラの動作制御を司るものであり、各要素に対して
様々な処理や指示を実行する。
【００５１】
　１００ａはＭＰＵ１００に内蔵されたＥＥＰＲＯＭであり、時刻計測回路１０９の計時
情報やその他の情報を記憶可能である。
【００５２】
　ＭＰＵ１００には、ミラー駆動回路１０１、焦点検出回路１０２、シャッタ駆動回路１
０３、映像信号処理回路１０４、スイッチセンス回路１０５、測光回路１０６が接続され
ている。また、ＬＣＤ駆動回路１０７、バッテリチェック回路１０８、時刻計測回路１０
９、電源供給回路１１０、圧電素子駆動回路１１１についても接続されている。これらの
回路はＭＰＵの制御により動作するものである。
【００５３】
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　また、ＭＰＵ１００は、撮影レンズユニット内に配置されたレンズ制御回路２０１と、
マウント接点２１を介して通信を行う。マウント接点２１は撮影レンズユニットが接続さ
れるとＭＰＵ１００へ信号を送信する機能も備えている。これにより、レンズ制御回路２
０１は、ＭＰＵ１００との間で通信を行い、撮影レンズユニット内の撮影レンズ２００お
よび絞り２０４の駆動を、ＡＦ駆動回路２０２および絞り駆動回路２０３を介して行うこ
とが可能となる。
【００５４】
　なお、本実施形態では便宜上１枚の撮影レンズで示しているが、実際は多数のレンズ群
により構成されている。
【００５５】
　ＡＦ駆動回路２０２は、たとえばステッピングモータによって構成され、レンズ制御回
路２０１の制御によって撮影レンズ２００内のフォーカスレンズ位置を変化させることに
より、撮像素子３３に撮影光束の焦点を合わせるように調整する。２０３は絞り駆動回路
であり、たとえばオートアイリスなどによって構成され、レンズ制御回路２０１によって
絞り２０４を変化させ、光学的な絞り値を得るように構成されている。
【００５６】
　メインミラー６は、撮影レンズ２００を通過する撮影光束をペンタプリズム２２へ導く
とともに、その一部を透過させてサブミラー３０に導く。サブミラー３０は、透過された
撮影光束を焦点検出用センサユニット３１へ導く。
【００５７】
　ミラー駆動回路１０１は、ミラー６を、ファインダにより被写体像を観察可能とする位
置と、撮影光束から待避する位置とへ駆動するためのものである。同時に、サブミラー３
０を、焦点検出用センサユニット３１へ撮影光束を導く位置と、撮影光束から待避する位
置とへ駆動する。具体的には、たとえばＤＣモータとギヤトレインなどから構成される。
【００５８】
　３１は不図示である結像面近傍に配置されたフィールドレンズ、反射ミラー及び、２次
結像レンズ、絞り、複数のＣＣＤから成るラインセンサ等から構成されている周知の位相
差方式の焦点検出センサユニットである。焦点検出センサユニット３１から出力された信
号は、焦点検出回路１０２へ供給され、被写体像信号に換算された後ＭＰＵ１００へ送信
される。ＭＰＵ１００は被写体像信号に基づいて、位相差検出法による焦点検出演算を行
う。そして、デフォーカス量およびデフォーカス方向を求め、これに基づき、レンズ制御
回路２０１およびＡＦ駆動回路２０２を介して、撮影レンズ２００内のフォーカスレンズ
を合焦位置まで駆動する。
【００５９】
　２２はペンタプリズムであり、メインミラー６によって反射された撮影光束を正立正像
に変換反射する光学部材である。使用者は、ファインダ光学系を介して、ファインダ接眼
窓１８から被写体像を観察することができる。
【００６０】
　ペンタプリズム２２は、撮影光束の一部を測光センサ４６にも導く。測光回路１０６は
、測光センサ４６の出力を得て、観察面上の各エリアの輝度信号に変換し、ＭＰＵ１００
に出力する。ＭＰＵ１００は、得られる輝度信号から露出値を算出する。
【００６１】
　３２は後述するシャッタ地板３０１、先羽根群３１０、後羽根群３２０等で構成される
フォーカルプレーンシャッタユニットであり、ユーザがファインダにより被写体像を観察
している時には撮影光束を遮る。フォーカルプレーンシャッタユニット３２は、後述する
赤外線カットフィルタ４１０と僅かな隙間をあけた位置に配置されている。また、撮像時
にはレリーズ信号に応じて、先羽根群３１０と後羽根群３２０の走行する時間差により所
望の露光時間を得るように構成されている。フォーカルプレーンシャッタユニット３２は
、ＭＰＵ１００の指令を受けたシャッタ駆動回路１０３によって制御される。
【００６２】
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　３３は撮像素子で、撮像デバイスであるＣＭＯＳセンサが用いられる。撮像デバイスに
は、ＣＣＤ型、ＣＭＯＳ型およびＣＩＤ型など様々な形態があり、何れの形態の撮像デバ
イスを採用してもよい。
【００６３】
　３４はクランプ／ＣＤＳ（相関二重サンプリング）回路であり、Ａ／Ｄ変換する前の基
本的なアナログ処理を行うとともに、クランプレベルの変更も可能である。３５はＡＧＣ
（自動利得調整装置）であり、Ａ／Ｄ変換する前の基本的なアナログ処理を行うとともに
、ＡＧＣ基本レベルの変更も可能である。３６はＡ／Ｄ変換器であり、撮像素子３３のア
ナログ出力信号をデジタル信号に変換する。
【００６４】
　４１０は高い空間周波数を取り除く矩形の赤外線カットフィルタで、異物の付着を防止
するために、導電性を有するように表面がコーティングされている。
【００６５】
　４２０は光学ローパスフィルタで、水晶からなる複屈折板および位相板を複数枚貼り合
わせて積層されている。光学ローパスフィルタ４２０は、撮像素子３３に入射される光束
を複数に分離し、偽解像信号や偽色信号の発生を効果的に低減させる。
【００６６】
　１１１は圧電素子駆動回路であり、赤外線カットフィルタ４１０に固着された圧電素子
４３０を振動させる回路である。赤外線カットフィルタ４１０の振動の振幅が所定の値と
なるように、ＭＰＵ１００の指示に従って圧電素子４３０を振動させる。
【００６７】
　４００は、赤外線カットフィルタ４１０、圧電素子４３０、撮像素子３３と共にユニッ
ト化された撮像ユニットである。
【００６８】
　１０４は映像信号処理回路であり、デジタル化された画像データに対してガンマ／ニー
処理、フィルタ処理、モニタ表示用の情報合成処理など、ハードウエアによる画像処理全
般を実行する。この映像信号処理回路１０４からのモニタ表示用の画像データは、カラー
液晶駆動回路１１４を介してカラー液晶モニタ１９に表示される。
【００６９】
　また、映像信号処理回路１０４は、ＭＰＵ１００の指示により、メモリコントローラ３
８を通じて、バッファメモリ３７に画像データを保存することも可能である。更に、映像
信号処理回路１０４は、ＪＰＥＧなどの画像データ圧縮処理を行う機能も有している。連
写撮影など連続して撮影が行われる場合は、一旦バッファメモリ３７に画像データを格納
し、メモリコントローラ３８を通して未処理の画像データを順次読み出すことも可能であ
る。これにより映像信号処理回路１０４は、Ａ／Ｄ変換器３６から入力されてくる画像デ
ータの速度に関わらず、画像処理や圧縮処理を順次行うことが可能となる。
【００７０】
　メモリコントローラ３８は、外部インタフェース４０（図１におけるビデオ信号出力用
ジャック１６およびＵＳＢ出力用コネクタ１７が相当する）から入力される画像データを
メモリ３９に記憶する機能を有する。また、メモリ３９に記憶されている画像データを外
部インタフェース４０から出力する機能も有する。なお、メモリ３９は、カメラ本体に対
して着脱可能なフラッシュメモリなどである。
【００７１】
　クリーニング指示操作部材４４は、使用者により操作されるとクリーニングモード開始
の指令を受けて、カメラ本体１をクリーニングモードの状態に移行させる。
【００７２】
　電力供給回路１１０は、クリーニングモードに必要な電力を、カメラ本体１の各部へ必
要に応じて供給を行う。また、これに並行して電源４２の電池残量を検出して、その結果
をＭＰＵ１００へ送信する。ＭＰＵ１００は、クリーニングモード開始の信号を受け取る
と、ミラー駆動回路１０１を介して、ミラー６を撮影光束から待避する位置へ駆動し、同
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時にサブミラー３０を撮影光束から待避する位置へ駆動する。さらに、ＭＰＵ１００は、
シャッタ駆動回路１０３を介してフォーカルプレーンシャッタ３２を撮影光束から退避す
る位置へ駆動する。このクリーニングモードにおいて使用者は、綿棒、シルボン紙、ゴム
などを用いて赤外線カットフィルタ４１０上の異物を直接クリーニングすることが可能と
なる。
【００７３】
　１０５はスイッチセンス回路であり、各スイッチの操作状態に応じて入力信号をＭＰＵ
１００に送信する。７ａは、レリーズボタン７の第１ストロークによりオンするスイッチ
ＳＷ１である。７ｂは、レリーズボタン７の第２ストロークによりオンするスイッチＳＷ
２である。スイッチＳＷ２がオンされると、撮影開始の指示がＭＰＵ１００に送信される
。また、メイン操作ダイヤル８、サブ操作ダイヤル２０、撮影モード設定ダイヤル１４、
メインスイッチ４３、クリーニング指示操作部材４４が接続されている。
【００７４】
　１０７はＬＣＤ駆動回路であり、ＭＰＵ１００の指示に従って、ＬＣＤ表示パネル９や
ファインダ内液晶表示装置４１を駆動する。
【００７５】
　１０８はバッテリチェック回路であり、ＭＰＵ１００からの信号に従って、所定時間バ
ッテリチェックを行い、その検出出力をＭＰＵ１００へ送る。４２は電源部であり、カメ
ラの各要素に対して、必要な電源を供給する。
【００７６】
　１０９は時刻計測回路でメインスイッチ４３がＯＦＦされて次にＯＮされるまでの時間
や日付を計測し、ＭＰＵ１００からの指令により、計測結果をＭＰＵ１００へ送信するこ
とができる。
【００７７】
　次に、図４から図９を用いて、本発明の実施形態におけるフォーカルプレーンシャッタ
の説明をする。従来例と同じ個所には、１０の位以下が同じ符号を付すことにし、説明は
省略する。
【００７８】
　図４は本発明の実施形態におけるフォーカルプレーンシャッタ３２の正面図であり、図
５は本発明の実施形態におけるフォーカルプレーンシャッタ３２の、開口部に対して斜め
後方から見た際の分解斜視図である。
【００７９】
　また、図６は本発明の実施形態におけるカバー板３０７についての斜視図である。
【００８０】
　図７、図８、図９は本発明の実施形態におけるフォーカルプレーンシャッタ３２の背面
図である。図７が先羽根群３１０の走行前状態を、図８が先羽根群３１０の走行完了状態
を、図９が後羽根群３２０の走行完了状態を表している。なお、図面を見やすくするため
に、仕切り板３０６、カバー板３０７は省略してある。
【００８１】
　シャッタ地板３０１は、先羽根群３１０の走行完了位置付近、かつカバー板止めビス付
近に所定の厚みをもった矩形の第１の突部３０１ｊを有し、第１の突部３０１ｊは後羽根
群３２０の走行スペースを十分に確保できる所定の高さに形成されている。
【００８２】
　カバー板３０７は、シャッタ地板が有する第１の突部３０１ｊに対向する位置に、所定
の厚みをもった矩形の突部に半球状の突起を有する第２の突部３０７ｃを有している。
【００８３】
　そして、第２の突部３０７ｃは先羽根群３１０の走行スペースを十分に確保できる所定
の高さに形成されている。
【００８４】
　カバー板３０７をシャッタ地板３０１にカバー板止めビス３０８、３０９によって固定
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したとき、第１の突部３０１ｊと第２の突部３０７ｃは仕切り板３０６を挟み込む。
【００８５】
　先羽根群３１０、後羽根群３２０、仕切り板３０６、カバー板３０７は、導電性の材料
で形成されている、もしくは導電性を与える表面処理がされている。
【００８６】
　また、図５に示すようにカバー板３０７をシャッタ地板３０１にカバー板止めビス３０
９で固定するときにリード線３４０も共に止め、電気的に不図示のカメラ１のＧＮＤ電位
部に接続され接地レベルの電位とされている。
【００８７】
　なお、このとき接地の為のリード線３４０を必ずしも設ける必要は無く、カメラ本体に
接地されている地板３０１を導電性の素材で構成することで、同様の効果を得ることも可
能である。
【００８８】
　このような構成にすることによって、以下のような効果が得られる。
【００８９】
　フォーカルプレーンシャッタ３２のカバー板３０７がカメラ１のＧＮＤ電位部と接続さ
れているので、仕切り板３０６もＧＮＤ電位に接続されている構造になっている。
【００９０】
　つまり、カバー板３０７と当接している先羽根群３１０、カバー板３０７とシャッタ地
板３０１に挟み込まれている仕切り板３０６もＧＮＤ電位に接続されている構造になって
いる。
【００９１】
　これは、先羽根群３１０、仕切り板３０６、カバー板３０７が導電性の材料で形成され
ていたり、その表面に導電性の処理がされていたりしているためである。
【００９２】
　これにより、シャッタ駆動回路１０３の制御によって先羽根群３１０が展開状態から重
畳状態へと走行するとき、また重畳状態から走行待機状態になるとき、シャッタ装置内で
摩擦や接触等が起きても、静電気は発生しない。
【００９３】
　つまり、先羽根群３１０の羽根同士、先羽根群３１０とカバー板３０７、又は仕切り板
３０６との摩擦や接触等が起きても、発生した電荷は先羽根群３１０の導電性により瞬時
にカバー板３０７を介してカメラ１のＧＮＤ電位部に流れ、静電気を帯電しない。
【００９４】
　以上、説明したように、本実施形態の構成をとることにより、先羽根群３１０の動作に
よる静電気の帯電とその放電は起きず、画像に弊害を及ぼす放電によるノイズ成分の発生
を防止することが可能になる。
【００９５】
　また、後羽根群３２０は、４枚の羽根のうちアパーチャ３０１ａを最初に遮蔽する後羽
根３２３が図１５（ｄ）のように後羽根群走行完了時に仕切り板３０６と当接することで
、仕切り板３０６、カバー板３０７を介してＧＮＤ電位に接続される。
【００９６】
　これは、後羽根群３２０も導電性の材料で形成されていたり、その表面に導電性の処理
がされていたりしているためである。これにより、先羽根群３１０が重畳状態から展開状
態（走行待機状態）になるとき、後羽根群３２０と先羽根群３２０はどちらもＧＮＤ電位
であり、電位差はないことから、放電は起きない。すなわち、画像に弊害を及ぼす放電に
よるノイズ成分の発生を防止すること可能になる。
【００９７】
　つまり、本願発明においては、カバー板３０７が接地レベルの電位となっているので、
先羽根群３１０と後羽根郡３２０のうち少なくともカバー板３０７と当接する羽根群と、
仕切り板３０６も、接地レベルの電位となるため、静電気の帯電を防止できる。
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【００９８】
　なお、本実施形態においては、仕切り板３０６を、カバー板止めビス３０９の位置付近
において挟み込むようにしている。こうすることで、第１及び第２の突部にて仕切り板３
０６を挟み込んだ際に、仕切り板３０６に反り等の変形が生じても、先羽根群３１０及び
後羽根群３２０の走行が完了している位置で変形することになるため、シャッタ動作には
影響が少ないからである。
【００９９】
　また、シャッタ地板３０１およびカバー板３０７それぞれに所定の高さの第１の突部３
０１ｊと第２の突部３０７ｃを形成させることで、先羽根群３１０と後羽根群３２０の走
行スペースを確保している。こうすることで、走行途中の摩擦を急激に増大させることが
なく、シャッタ動作の精度を悪化させることはない。
【０１００】
　さらに、仕切り板３０６を下部のビス止め位置付近において挟み込むことで、カバー板
３０７が浮くことなく、確実に仕切り板３０６とカバー板３０７が接することができる。
【０１０１】
　なお、前述の実施形態のシャッタ地板３０１とカバー板３０７の形状については上記の
例に限定されるものではなく、上記の例はあくまでも一例である。
【０１０２】
　また、本実施形態において第２の突部３０７ｃは突起をもった形状となっているが、第
１の突部と第２の突部とで仕切り板を挟み込むことが可能であれば、この形状に限定され
るものではない。
【０１０３】
　また、前述の実施形態では、カバー板３０７のカバー板止めビス３０９にリード線３４
０を固定してカメラ１のＧＮＤ電位部に接続されていると説明したが、これに限定される
ものではない。
【０１０４】
　例えばカバー板止めビス３０９を長くし、カメラ１の基板やＧＮＤ電位部にビス止めし
て接続してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１】本発明の実施形態における撮影レンズユニットを外した状態でカメラ前面側より
見たデジタル一眼レフカメラの斜視図である。
【図２】本発明の実施形態におけるカメラ背面側より見たデジタル一眼レフカメラの斜視
図である。
【図３】本発明の実施形態であるデジタル一眼レフカメラの主要な電気的構成を示すブロ
ック図である。
【図４】本発明の実施形態であるフォーカルプレーンシャッタの正面図である。
【図５】本発明の実施形態であるフォーカルプレーンシャッタの開口部に対して斜め後方
から見た際の分解斜視図である。
【図６】本発明の実施形態であるカバー板の斜視図である。
【図７】本発明の実施形態であるフォーカルプレーンシャッタの走行前状態を示す背面図
である。
【図８】本発明の実施形態であるフォーカルプレーンシャッタの先羽根群走行完了状態を
示す背面図である。
【図９】本発明の実施形態であるフォーカルプレーンシャッタの後羽根群走行完了状態を
示す背面図である。
【図１０】従来例のフォーカルプレーンシャッタの走行前状態を表す正面図である。
【図１１】従来例のフォーカルプレーンシャッタを開口部に対して斜め後方から見た分解
斜視図である。
【図１２】従来例のフォーカルプレーンシャッタの走行前状態を示す背面図である。
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【図１３】従来例のフォーカルプレーンシャッタの先羽根群走行完了状態を示す背面図で
ある。
【図１４】従来例のフォーカルプレーンシャッタの後羽根群走行完了状態を示す背面図で
ある。
【図１５】従来例のフォーカルプレーンシャッタの動作によって静電気が帯電する様子を
示した概念図である。
【符号の説明】
【０１０６】
　１　カメラ本体
　２　マウント
　５　ミラーボックス
　１９　カラー液晶モニタ
　３２　フォーカルプレーンシャッタ
　３３　撮像素子
　５０　光軸
　１００　マイクロコンピュータ（ＭＰＵ）
　１０３　シャッタ駆動回路
　３０１　シャッタ地板
　３０１ｊ　第１の突部
　３０６　仕切り板
　３０７　カバー板
　３０７ｃ　第２の突部
　３１０　先羽根群
　３２０　後羽根群
　４００　撮像ユニット
　４１０　赤外線カットフィルタ
　４２０　光学ローパスフィルタ
　４３０　圧電素子
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